






































Nationalist Party：BNP）のカレダ・ジア総裁は， ₃ 月25日，体調悪化を理由とし
た刑の一時停止措置によって自宅に戻った。しかし野党の活動は低調に終わった。
　国内初の新型コロナウイルス感染症陽性者は ₃ 月 ₈ 日に確認され，18日には死




た。感染拡大の影響が限定的だった2019/20年度（2019年 7 月～2020年 ₆ 月）の経
済は，前年度の8.2％よりは大幅に低下したものの，5.2％の成長率を維持した。




国 内 政 治
南北ダカ特別市市長・市議会選挙をめぐる与野党の角逐











　与野党の候補者は以下のとおりである。DNCC 市長選の BNP 候補タビト・ア
ワルは有力財閥創業者の息子で，前回の選挙にも出馬したが，不正投票を批判し
て終盤で辞退していた。AL 候補の現職 DNCC 市長アティクル・イスラムは，衣
類製造業者・輸出業者協会（BGMEA）の元会頭である。DSCC の AL 市長候補シェ
イク・フォズル・ヌール・タポシュは法廷弁護士出身で，ダカ10区選出国会議員
を辞めて出馬した。ハシナ首相の親戚筋にあたる。DSCC の BNP 市長候補イシュ
ラク・ホセインは，2002年から2011年までダカ市長を務めたサデク・ホセイン・
コカの息子である。上記 4 人を含む，市長・議員立候補者740人の宣誓供述書の
分析によれば，候補者の出自は DNCC で73％，DSCC で74％がビジネスマンで，
その割合は2015年選挙時の67％，71％よりも上昇していた。
　選挙期間中，BNP タビト候補が AL 支持者に襲撃される事件が起きた。DSCC





2018年総選挙では，EVM を利用した ₆ 選挙区の投票率は51.42％，それ以外が
80.8％と大きな差があった。2020年 1 月30日には2468カ所すべての投票所で
EVM 投票のリハーサルが行われたが，参加者は少なかった。
　結果は AL が大差で勝利した。AL は両市長ポストを勝ち取り，市議会議員選
挙では合計129の議席のうち98は公認候補，19は非公認の AL 候補が獲得した。
BNP は ₉ 議席であり，残りはその他野党候補が得た。女性留保議席43については，











32件の訴追を受け，すでに ₂ 件で実刑判決を受けたカレダ総裁は，2018年 ₂ 月 ₈
日以来収監され，2019年 4 月 1 日以後は体調悪化のため，政府指定の病院
（BSMMU）に入院していた。保釈請求は同年12月に最高裁上訴部で却下された。
総裁は，糖尿病，高血圧，喘息，背中の痛みなどを併発しているといわれる。









関する情報を BSMMU から取得し，BSMMU に対してより高度な治療を行うよ
う指示したうえで再び保釈請求を却下した。
　 ₃ 月になり，総裁の妹は，呼吸障害など総裁の体調悪化が著しいと再び訴えた。
₈ 日には，家族が内務相宛てに「一時的」釈放を願う書簡を送ったことを BNP 幹

















挙は ₃ 月21日と 4 月14日に実施されたが，BNP は「パンデミックと洪水」を理
由に参加しなかった。BNP は， ₃ 月末から始まった行動規制の緩和の見通しが
たった ₈ 月下旬に選挙への参加を決めた。その後に行われる 5 選挙区の国会補欠
選挙や，全国4571のユニオン（行政村）議会選挙に向けた方針転換であった。
　 ₉ 月から11月にかけて実施された国会補欠選挙は， 5 区（パブナ 4 区，ダカ 5
区，ノウガオン ₆ 区，ダカ18区，シラジゴンジ 1 区）すべての議席を AL が獲得
した。AL 支持者による野党支持者への圧力や，そうした行為に対する治安当局
による取り締まりの不徹底，感染症拡大による政治活動の制限，指導者の不在が
BNP の主な敗因である。投票率は全体的に低調だったが，シラジゴンジ 1 区で
は51.75％と半数を上回った。
　BNP 以外の野党の中では内部紛争が生じた。たとえば人民フォーラム（Gono 











照），BNP には JOF と関係を断ち独自の道を行くべきといった声も出始めている。
　他方，主要野党に代わる政治勢力として注目されつつあるのが宗教政党・組織
である。南北ダカ特別市市長選挙で AL，BNP についで第 ₃ 位となったのは，従
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新型コロナウイルス感染症で試された国の底力
来第 ₃ 勢力と位置付けられてきた国民党（Jatiya Party）ではなく，バングラデ
シュ・イスラーム運動（Islam Andolan Bangladesh：IAB）であった。1987年に設立
された同政党は，イスラーム国家樹立を目指しつつも，非ムスリムの宗教的権利


















体アイン・オ・シャリシュ・ケンドロ（Ain O Salish Kendra，「法と仲裁センター」
の意）の報告によれば 1 月から ₉ 月までに975人の女性，子供がレイプされ，その
































首都では ₃ 月21日，ダカ市内ミルプール・トラルバーグ地区で ₂ 人目の死者が出
た。クラスター発生が疑われた同地区では23日から，住民が ₂ 週間域外に出るこ
とを禁ずる（食料品調達のため家族の 1 人のみ外出を許可）措置がとられた。
　さらに同23日，国内での ₃ 人目の死者発生が報じられた直後に，政府は ₃ 月26




















　 5 月末時点で 1 日の感染者数は，2000人を超えていた。政府は戸外でのマスク
着用の義務付け，違反者への罰金刑（10万タカ）や禁錮刑（ ₆ カ月）を科すと発表し，
政府機関の出勤率を25％以下に抑えたものの， 7 月に入っても感染増加は続いた。
7 月初めの段階で週当たりの新規感染者数は世界 ₈ 位まで上昇した。さらに ₈ 月
₆ 日には，累積感染者数がイタリアを抜いて世界15位となった。しかし同日，公
務員については体調不良の人や妊婦などを除き ₉ 日より出勤（ ₉ ～17時）するよう
指示が出された。31日，政府は人の移動と経済活動に関する規制を解除した。



























に関する協定」（TRIPS 協定）に基づく医薬品特許免除措置を生かして， 4 月初め
には，地場の製薬企業数社が富士フイルム富山化学のアビガン（一般名はファビ
ピラビル）のジェネリック製品を製造開始し，同治療薬の国内調達を可能にした。















　 ₃ 月末からのロックダウンは，同会計年度第 4 四半期の経済活動に甚大な影響
を及ぼした。 4 月に主要国際機関が発表したバングラデシュの GDP 成長率の予
測値は，ADB が7.8％，世銀は ₂ ～ ₃ ％，国際通貨基金（IMF）は ₂ ％と，ADB を
除く ₂ 機関は前年度よりも 5 ～ ₆ ％前後低下するとみていた。その後， ₆ 月に
なって，IMF は3.8％と上方修正したが，世銀は1.6％，ADB は4.5％と下方修正し



















































































































































　 ₃ 月 ₂ 日，シュリングラ印外務次官が来訪した。ムジブ年式典参加のため ₃ 月
17日に予定されていたモディ首相のバングラデシュ訪問の地ならしのためである。
しかし，バングラデシュ国内で新型コロナウイルスによる最初の死者が発生した










































































1 月 2 日 ▼選挙管理委員会（選管），北ダカ特
別市市長の国民党（JP）候補の名前が有権者名
簿にないとして立候補を認めず。
3 日 ▼ ハシナ首相，アワミ連盟（AL）中央
運営委員会と顧問評議会の合同会議で，途上
国では強い党が政府の強い力になると演説。

















18日 ▼ボグラ 1 区マンナン AL 議員死去。
▼選管，ヒンドゥー教徒の祝祭に配慮し南
北ダカ特別市市長・市議会議員選挙を 1 月30
日から ₂ 月 1 日に延期。
21日 ▼行政管理国務相を務めたジョソール
₆ 区選出イスマット・アラ AL 議員死去。
2 月 1 日 ▼南北ダカ特別市市長・市議会議員
選挙実施。両市長とも AL 候補が当選。
2 日 ▼ BNP によるハルタル（ゼネスト）実施。
4 日 ▼首相，イタリア公式訪問（～ ₈ 日）。
5 日 ▼ 政府，ソマリアに対し IMF を通じ
て8210万タカの債務救済支援を決定と発表。
8 日 ▼ BNP，カレダ総裁釈放を求めデモ。
12日 ▼ダカでサウジアラビアとの合同経済
委員会（～13日）。






























































21日 ▼ダカ10区，ガイバンダ ₃ 区，バゲル





























MEA）， 4 月 4 日までの工場閉鎖を工場主に
呼びかけ。
31日 ▼首相，ロックダウンを 4 月 ₉ 日まで
延長すると発表。ただし一部の人の移動を認
める。教育機関は同日まで閉鎖。
4 月 1 日 ▼ 4 月11日までロックダウン延長。
3 日 ▼ハシナ首相，国民に対して31項目の
コロナ対策指針を発表。
4 日 ▼公共交通機関の運行停止を 4 月11日
まで延長。




10日 ▼ 4 月25日までロックダウン延長。夕
方18時以降の外出禁止。
12日 ▼ムジブ暗殺犯の 1 人，アブドゥル・
マジェド元陸軍大尉の死刑執行。23年間コル
カタに潜伏し帰国後 4 月 7 日に逮捕された。
453
バングラデシュ




23日 ▼ 5 月 5 日までロックダウン延長。
24日 ▼断食月開始。
29日 ▼モディ印首相，ハシナ首相に電話。
5 月 4 日 ▼ロックダウン， 5 月16日まで延長。
ただし10日より商店は10時から16時まで再開。
断食明け休日の移動は禁止。
5 日 ▼ e コマースによる非必需品の配達と
持ち帰りに限ってレストラン営業を許可。
6 日 ▼モスクでの礼拝禁止を解除。
▼ダカ 5 区選出の AL 国会議員ハビブル・
ラフマン死去。
7 日 ▼ダカ警察，断食明け祭の買物は自宅











感染者。 ₆ 月 ₂ 日に最初の死者が発生。
28日 ▼教育機関閉鎖を ₆ 月15日まで延長。










▼シラジゴンジ 1 区選出 AL 議員で内相，
保健相等を務めたムハンマド・ナシム死去。
15日 ▼教育機関閉鎖を ₈ 月 ₆ 日まで延長。









7 月 9 日 ▼法務相，郵政相等を務めたダカ18
区選出 AL 議員サハラ・カトゥン死去。







27日 ▼ノウガオン ₆ 区のイスラフィル・ア
ラム AL 議員，コロナ感染症により死去。




8 月 1 日 ▼犠牲祭。
5 日 ▼首相，電話で安倍首相と25分会談。
6 日 ▼政府，体調不良者，妊婦などを除き，








23日 ▼選管，パブナ 4 区（ ₉ 月26日），ノウ




























26日 ▼パブナ 4 区補欠選挙。AL 候補当選。
10月 1 日 ▼教育機関閉鎖，10月末まで延長。
4 日 ▼モメン外相，クウェート訪問。








17日 ▼ダカ 5 区，ノウガオン ₆ 区国会補欠
選挙。共に AL 候補が大差で BNP 候補に勝利。
11月 2 日 ▼ HI，フランスにおける預言者ム
ハンマドの風刺画とマクロン大統領の「われ
われの自由」発言について，抗議の大集会。





12日 ▼ダカ18区，シラジゴンジ 1 区補欠選


















18日 ▼教育機関閉鎖， 1 月16日まで延長。
22日 ▼チャヴシュオール・トルコ外相来訪。
28日 ▼ 24の市で市長・市議会選挙実施。
















大統領 Md. Abdul Hamid




問題省を所管） Sheikh Hasina ＊
独立戦争問題相 AKM Mozammel Haque
運輸・橋梁相 Obaidul Quader
農業相 Md. Abdur Razzaque
内務相 Asaduzzaman Khan
情報相 Md. Hasan Mahmud
法務・司法・議会問題相 Anisul Huq
財務相 AHM Mustafa Kamal
地方政府相 Md. Tazul Islam
教育相 Dipu Moni ＊
外務相 AK Abdul Momen
計画相 M.A Mannan
工業相 Nurul Majid Mahmud Humayun
繊維・ジュート相 Golam Dastagir Gazi
保健・家族福祉相 Zahid Maleque
食糧相 Sadhan Chandra Majumder
商務相 Tipu Munshi
社会福祉相 Nuruzzaman Ahmed
漁業・畜産相 SM Rezaul Karim
環境・森林・気候変動相 Md. Shahab Uddin
チタゴン丘陵問題相 Bir Bahadur Ushwe Sing
土地相 Saifuzzaman Chowdhury
鉄道相 Md. Nurul Islam Sujan
科学・技術相 Architect. Yeafesh Osman




工業担当相 Kamal Ahmed Mojumder
青年・スポーツ担当相 




 Md. Ashraf Ali Khan Khasru
労働・雇用担当相 Begum Monnujan Sufian ＊
海運担当相 Khalid Mahmud Chowdhury
初等・大衆教育担当相 Md. Zakir Hossain
外務担当相 Md. Shahriar Alam
情報・通信技術，郵政・電気通信・IT 担当









 Md. Enamur Rahman
民間航空・観光担当相 Md. Mahbub Ali
女性・児童問題担当相 Fazilatun Nessa ＊
宗教問題担当相 Md. Faridul Haque Khan
　【副大臣】（Deputy Minister）
環境・森林・気候変動担当副大臣
 Habibun Nahar ＊
水資源担当副大臣
 AKM Enamul Haque Shamim





2013/14 2014/15 2015/16 2016/17 2017/18 2018/19 2019/20
人 口（100万人） 155.8 157.9 159.9 161.8 163.7 165.6 167.6
消費者物価上昇率（％） 2005/06=100ベース1） 7.35 6.40 5.92 5.44 5.78 5.48 5.65
為 替 レ ー ト（ 1 ドル＝タカ） 77.72 77.67 78.26 79.12 82.10 84.03 84.78
（注）　 1 ）消費者物価上昇率，為替レートは年平均値。
（出所）　Bangladesh Bank, Monthly Economic Trends, February 2021より作成。
　 2 　支出別国民総所得（名目価格） （単位：10億タカ） 
2015/16 2016/17 2017/18 2018/19 2019/20
民 間 最 終 消 費 支 出 11,979.2 13,568.9 15,935.3 17,468.2 19,141.6
政 府 最 終 消 費 支 出 1,021.1 1,184.7 1,430.6 1,594.4 1,745.1
総 資 本 形 成 5,138.4 6,028.3 7,029.4 8,026.7 8,879.9
財 貨 ・ サ ー ビ ス 輸 出 2,885.2 2,970.9 3,330.9 3,895.9 3,742.0
財 貨 ・ サ ー ビ ス 輸 入 3,691.8 4,004.6 5,276.0 5,450.1 5,420.1
国 内 総 生 産（GDP） 17,328.6 19,758.2 22,504.8 25,424.8 27,963.8
海 外 か ら の 純 受 取 所 得 998.1 849.0 1,026.3 1,136.1 1,340.5
国 民 総 所 得（GNI） 18,326.7 20,607.2 23,531.1 26,560.9 29,304.3
（出所）　Bangladesh Bureau of Statistics, Gross Domestic Product （GDP） 2019-20（p）より作成。
　 3 　産業別国内総生産（基準年2005/06年度価格） （単位：10億タカ）
2015/16 2016/17 2017/18 2018/19 2019/20
農 林 水 産 業 1,301.8 1,340.5 1,396.6 1,451.4 1,496.5
鉱 業 150.0 163.3 174.7 185.0 193.1
製 造 業 1,782.2 1,977.7 2,242.7 2,561.2 2,710.7
電 気 ・ ガ ス ・ 水 道 127.4 138.2 150.9 165.4 175.5
建 設 業 615.5 669.5 736.0 811.4 884.9
卸 売 ・ 小 売 業 1,186.7 1,274.2 1,369.1 1,480.6 1,555.0
ホ テ ル ・ レ ス ト ラ ン 63.7 68.2 73.2 78.7 83.8
運 輸 ・ 倉 庫 ・ 通 信 業 959.7 1,024.6 1,092.1 1,170.6 1,243.0
金 融 業 287.9 314.1 338.9 363.9 380.2
不 動 産 業 ・ ビ ジ ネ ス 支 援 563.0 590.0 619.4 651.7 683.3
行 政 ・ 国 防 308.0 336.2 364.6 388.0 411.3
教 育 202.5 225.5 241.3 259.8 275.8
保 健 ・ 社 会 福 祉 156.1 168.0 179.8 201.1 221.1
地域・社会・個人サービス 778.4 806.5 836.0 867.1 898.4
国 内 総 生 産（GDP）1） 8,482.7 9,096.5 9,815.3 10,635.6 11,212.5
Ｇ Ｄ Ｐ 成 長 率（％）2） 7.11 7.28 7.86 8.15 5.24




　 4 　主要輸出品 （単位：1,000万タカ）
2015/16 2016/17 2017/18 2018/19 2019/20
原 ジ ュ ー ト 1,257 1,381 1,161 964 1,041
ジ ュ ー ト 製 品 5,700 6,117 6,275 5,468 6,148
茶 15 30 21 21 21
皮 革 2,133 1,463 1,282 1,193 751
冷 凍 エ ビ ・ 魚 3,003 3,681 4,089 3,556 3,445
縫 製 品 163,120 166,762 185,413 212,357 190,740
ナ フ サ ・ 潤 滑 油 ・ 瀝 青 101 130 72 181 0
そ の 他 61,473 60,136 68,865 73,246 63,162
輸 出 合 計 236,802 239,656 267,178 296,986 265,308
（出所）　表 1 に同じ。
　 5 　国際収支 （単位：100万ドル） 
2015/16 2016/17 2017/18 2018/19 2019/201）
経 常 収 支 4,262 -1,331 -9,567 -5,102 -4,849
貿 易 収 支 -6,460 -9,472 -18,178 -15,835 -17,861
輸 出 33,441 34,019 36,285 39,604 32,830
輸 入 -39,901 -43,491 -54,463 -55,439 -50,691
サ ー ビ ス 収 支 -2,708 -3,288 -4,201 -3,177 -2,987
サ ー ビ ス 収 入 3,523 3,621 4,540 7,153 6,770
サ ー ビ ス 支 出 -6,231 -6,909 -8,741 -10,330 -9,757
第 一 次 所 得 収 支 -1,915 -1,870 -2,641 -2,993 -2,776
所 得 収 入 74 82 146 192 172
所 得 支 出 -1,989 -2,089 -2,787 -3,185 -2,948
第 二 次 所 得 収 支 15,345 13,299 15,453 16,903 18,775
政 府 部 門 67 59 51 41 19
民 間 部 門 15,287 13,240 15,402 16,862 18,756
（ う ち 海 外 労 働 者 送 金 ） 14,717 12,769 14,703 16,196 18,014
資 本 移 転 等・ 金 融 収 支 1,408 4,647 9,342 6,146 7,914
資 本 移 転 等 収 支 464 400 331 239 256
金 融 収 支 944 4,247 9,011 5,907 7,658
直 接 投 資 1,285 1,653 1,778 2,628 1,508
証 券 投 資 139 457 349 172 276
そ の 他 投 資 -480 2,137 6,884 3,108 5,872
誤 差 脱 漏 -634 -147 -632 -865 286
総 合 収 支 5,036 3,169 -857 179 3,655
（注）　 1 ）2019/20年度は暫定値。














歳 入 ・ 外 国 贈 与 343,331 320,399 253,556 381,978 351,523 382,013
税 収 305,927 289,600 225,957 340,100 313,068 345,000
税 外 収 入 33,352 27,013 25,921 37,710 35,002 33,000
外 国 贈 与 4,051 3,787 1,677 4,168 3,454 4,013
歳 出 464,573 442,541 391,690 523,190 501,577 568,000
経 常 支 出 251,668 247,747 217,807 277,934 274,907 311,190
年 次 開 発 計 画（ADP） 173,000 167,000 147,287 202,721 192,921 205,145
そ の 他 支 出 39,905 27,794 26,596 42,535 33,749 51,665
財 政 収 支（外国贈与を含む） -121,242 -122,142 -138,134 -141,212 -150,054 -185,987
（財政赤字の GDP 比％） （4.7） （4.8） （5.4） （4.8） （5.3） （5.8）
財 政 収 支（ 外 国 贈 与 を 含 ま ず ） 125,293 -125,929 -139,811 -145,380 -153,508 -190,000
（財政赤字の GDP 比％） （4.9） （5.0） （5.5） （5.0） （5.5） （6.0）
財 政 赤 字 補 塡 121,242 122,142 138,134 141,212 150,054 185,987
対 外 借 入 金 50,016 43,397 31,289 63,848 52,709 76,004
国 内 銀 行 借 入 金 71,226 78,745 106,845 77,363 87,345 109,983
（出所）　Ministry of Finance，Budget in Brief 2020/21 などより作成。
